
M o r e  H i g a s h i u r a  N e w s

もっと知りたい！
町からのお知らせ

問 広報情報課　内線288

文字サイズ調整可

10言語対応
音声読み上げ

広報ひがしうら
「カタポケ」
で配信中！

16広報ひがしうら 令和元年11月1日号

令和元年
青色決算・
年末調整説明会

■
青
色
決
算
説
明
会

●
と
き　
11
月
27
日
水▢ 

▢

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
東
海
市
立
商
工
セ
ン
タ
ー

　
４
階　
大
会
議
室

■
年
末
調
整
説
明
会

●
と
き　
11
月
20
日
水▢

　
午
後
１
時
15
分
～
３
時
５
分

●
と
こ
ろ　
大
府
市
役
所　
地

下
多
目
的
ホ
ー
ル

■
共
通
項
目

●
申
し
込
み　
不
要
、
直
接
会

場
へ

●
そ
の
他

　
駐
車
場
の
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
家
用
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
半
田
税
務
署

０
５
６
９（
２
１
）３
１
４
１

問
役
場　
税
務
課

　
内
線
１
１
３

税に対する質問は
こちらへ

■
半
田
税
務
署 

電
話
相
談
窓
口

　
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
所
得
税
、
相
続
税
、
贈
与
税

な
ど
国
税
に
関
す
る
質
問
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

０
５
６
９（
２
１
）３
１
４
１

①
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
の

で
、「
１
」を
押
し
て
く
だ
さ

い
。

②
自
動
音
声
に
従
っ
て
、
相
談

し
た
い
内
容
の
番
号
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く

■
税
務
署
で
の
面
接
相
談

　
電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
面
接
相

談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
半
田
税
務
署
に
電

話
で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　
よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
対
す

る
一
般
的
な
回
答
を
税
金
の
種

類
ご
と
に
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

個人事業税
第２期分の納税を
お忘れなく！
第２期分納期限
12月２日月▢▢

　
第
２
期
分
の
納
付
書
は
、
第

１
期
分
と
併
せ
て
８
月
中
旬
に

県
か
ら
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
知
多
県
税
事
務
所

　
課
税
第
一
課

　
県
民
税・事
業
税
グ
ル
ー
プ

０
５
６
９（
８
９
）８
１
７
４
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住民票、マイナン
バーカード、印鑑登
録証明書 に 旧姓

（旧氏）併記

　

11
月
５
日
火▢
か
ら
必
要
書
類

な
ど
を
ご
持
参
の
う
え
、
住
民

課
窓
口
に
て
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

登
録
手
数
料
は
無
料
で
す
。　

●
必
要
書
類

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
②
免
許
証
な
ど
ご
本
人
確
認
書

類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

お
持
ち
の
方
は
不
要
）

③
戸
籍
謄
本
な
ど（
使
用
し
た

い
旧
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
る

戸
籍
謄
本
な
ど
か
ら
現
在
の

氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍

に
至
る
す
べ
て
の
戸
籍
謄
本

な
ど
）

●
注
意

　

現
在
の
姓（
氏
）に
旧
姓（
旧

氏
）を
併
記
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
現
在
の
姓（
氏
）も
し
く

は
旧
姓（
旧
氏
）ど
ち
ら
か
一
方

の
み
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

　

同
日
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的

少
数
者
）の
方
に
配
慮
し
て
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
男
女
の
項

目
を
削
除
し
ま
す
。
ま
た
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
に
つ
い

て
は
、
希
望
に
よ
り
性
別
の
記

載
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

問
住
民
課　
内
線
１
５
７

旧指定ごみ袋
（半透明青色）の
買戻し

　
４
月
１
日
か
ら
の
家
庭
系
可

燃
ご
み
処
理
有
料
化
の
実
施
に

よ
り
、
町
指
定
ご
み
袋
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

旧
指
定
ご
み
袋（
半
透
明
青
色
）

の
買
戻
し
を
５
月
か
ら
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
11
月
末

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
環

境
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
旧
指
定
ご
み
袋
は
、
資
源
ご

み
の「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」お
よ
び「
布
類
」の

排
出
時
に
は
、
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
と
き　
11
月
29
日
金▢
ま
で

●
と
こ
ろ　
環
境
課

●
対
象　
旧
指
定
ご
み
袋（
半

透
明
青
色
）で
未
使
用
の
も
の

※
買
戻
し
の
対
象
は
、
１
枚

単
位

●
買
戻
し
の
価
格

ご
み
袋
の

種
類

買
戻
し
の

金
額

45
ℓ（
大
）

８
円

30
ℓ（
中
）

６
円

20
ℓ（
小
）

５
円

問
環
境
課　
内
線
２
８
３

プール使用料の改定

区分
使用料

改定前 改定後

個人

大人 １回につき 300円 400円
大人 11回につき 3,000円 4,000円

小人 １回につき 100円 120円

小人 11回につき 1,000円 1，200円
幼児２人目から
１回につき 100円 無料

団体
（20人
以上）

大人 １回につき 260円 340円

小人 １回につき 80円 100円

会議室使用料の改定
改定前（１時間につき） 改定後（１時間につき）

大会議室　200円
小会議室　100円 多目的室　400円

東部知多温水プー
ルの使用料改定の
お知らせ

　
東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
は
施

設
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
一

時
閉
館
を
し
、
令
和
２
年
４
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
平
成
３
年
６
月
オ
ー
プ
ン

以
来
30
年
近
く
使
用
料
金
を
据

え
置
き
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
る
た
め
近
隣
施
設
の
状

況
を
鑑
み
て
、
使
用
料
金
を
改

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
改
定
時
期

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
た
だ
し
、
改
正
前
に
購
入
さ

れ
ま
し
た
回
数
利
用
券
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
９
月
30
日
ま

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
東
部
知
多
衛
生
組
合

　
温
水
プ
ー
ル
係　

（
４
６
）８
８
５
５
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11月９日～15日
秋の火災予防運動

２
０
１
９
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で

確
認　
火
の
用
心
」

　
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
尊
い
命
、
大
切
な
財
産
を

守
る
た
め
、
火
災
予
防
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
火
災
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

■
住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※
少
し
の
油
断
か
ら
火
災
は

発
生
し
ま
す
。
火
気
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
火
災
の
発
生
に
す
ば
や
く
反

応
し
、
大
き
な
音
や
音
声
で
居

住
者
に
火
災
を
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
き
ち
ん
と
作
動

す
る
よ
う
に
、
定
期
的
に
作
動

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
設

置
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
急

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
作
動
確
認
方
法

　
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ

も
を
引
い
て
作
動
確
認
し
ま
す
。

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
切

れ
か
機
器
本
体
の
故
障
で
す
。

●
機
器
本
体
の
寿
命
に
注
意

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本
体

は
10
年
を
目
安
に
交
換
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

問
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部　
予
防
課

０
５
６
９（
２
１
）１
４
９
１

野焼きは法律で
禁止されています

　
野
焼
き
は
、
煙
や
ニ
オ
イ
が

周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な

ど
の
有
害
物
質
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
農
業
を
営
む
た
め
の
野
焼
き

　
焼
き
畑
・
畔あ
ぜ
の
草
・
果
樹
な

ど
の
せ
ん
定
枝
な
ど
農
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
野
焼

き
に
つ
い
て
は
、
例
外
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

周
辺
住
民
の
方
か
ら
の
苦
情
が

あ
れ
ば
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
野
焼
き
を
行
う
場
合
は
次

の
①
～
⑤
の
内
容
を
考
慮
し
て

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
焼
却
時
間
が
短
時
間（
30
分

程
度
）で
終
わ
る
程
度
の
少

量
に
と
ど
め
る
。

②
風
向
き
や
強
さ
、時
間
帯（
洗

濯
物
を
干
し
て
い
な
い
時
間

帯
な
ど
）を
考
慮
す
る
。

③
焼
却
す
る
雑
草
な
ど
が
濡
れ

て
い
る
と
煙
が
多
く
発
生
す

る
た
め
、
よ
く
乾
か
し
て
か

ら
焼
却
を
行
う
。

④
焼
却
す
る
前
に
周
辺
住
民
に

連
絡
す
る
な
ど
、
理
解
を
得

て
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
。

⑤
住
宅
の
近
く
で
は
焼
却
し

な
い
。

※
農
業
を
営
む
た
め
で
あ
っ
て

も
ビ
ニ
ー
ル
類
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
、
ゴ
ム
類
の
野
焼

き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
環
境
課　
内
線
２
８
２

みまもりねっと
サポーター募集

東浦町行方不明高齢者等捜索メール配信システム

　認知症の方が行方不明のときに地域の皆さんの協力を
得て、早期に発見することで事故を未然に防ぐ取り組みです。
問 ふくし課　内線126

登録はこちらから
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「女性の人権
ホットライン」
強化週間

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク

ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
全
国
一

斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
日
は
相
談
受
付
時
間
を
延

長
し
、
土
日
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

●
相
談
専
用
電
話

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

●
と
き

・
11
月
18
日
月▢
～
22
日
金▢　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
11
月
23
日
土▢
・
祝▢
、
24
日
日▢

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
通
常
相
談
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員

●
実
施
機
関　
名
古
屋
法
務
局
、

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

問
名
古
屋
法
務
局　
人
権
擁
護

部　
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１
１

　

11月は
虐待防止推進月間

　

虐
待
は
、
児
童
に
限
ら
ず
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て

も
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重

要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●「
も
し
か
し
た
ら
…
」と
思
っ

た
ら
迷
わ
ず
相
談
窓
口
へ

　
相
談
し
た
方
の
個
人
情
報
は

守
ら
れ
ま
す
。
虐
待
の
事
実
な

ど
が
な
い
と
わ
か
っ
て
も
、
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
相
談
窓
口

　
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
緊
急
時
は
時
間
外
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。「
虐
待
か

も
…
」、「
こ
の
ま
ま
で
は
虐

待
に
な
っ
て
し
ま
う
…
」と

思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
を
！

●
子
ど
も
に
関
す
る
事
　

　
児
童
課　
内
線
１
４
４

●
高
齢
者
に
関
す
る
事

・
高
齢
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

（
８
２
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どんなことが虐待？ 虐待のサインは？

身体的
虐待

・体に傷や痛みを負わせる暴行を加える
・正当な理由なく身動きが取れない状
態にする
・赤ちゃんを激しく揺さぶる　など

・体や顔に不自然なあざや傷がみられる
・急におびえたり、怖がったり、子どもは親や大人の
顔色をうかがう　など

放棄・
放任

・家に閉じ込める、食事を与えない
・重大な病気になっても病院に連れて
行かない、必要なサービスを受けさ
せない
・不潔な環境で生活させる　など

・体から悪臭がする、衣服が不潔
・ひどく空腹を訴え、栄養失調、子どもの場合は発育
の遅れがみられる

・子どもだけで夜遅くまで遊んだり、家に帰りたがら
ない　など

心理的
虐待

・大きな声で怒鳴る、ののしる、無視
・兄弟間での差別扱い
・子どもの前での夫婦げんか　など

・おびえる、なく、叫ぶ
・自分で自分を傷つける行為をする　
・情緒不安定、表情が乏しい　など

性的
虐待

・わいせつな行為を行う、させる、見
せる　など

・人目を避け、部屋に一人でいたがる
・人に相談するのをためらう
・子どもが誰かれなく大人に甘え、警戒心が薄い　など

経済的
虐待 ・本人のお金を無断で使う　など ・お金を使っている様子がみられない

・生活費などの支払いができていない　など

知ろう・気づこう「虐待の種類とサイン」

じんけん相談
＠名古屋法務局

●実施日時
　令和２年３月31日（火）まで
　午前８時30分

～午後５時15分
　（土日祝除く）
●LINE公式アカウント
「SNS人権相談」を友達登録

SNS人権相談
@snsjinkensoudan


